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地方の財産（田、畑、山、川）を生かす 

適材適所の地方創生とは・・・・・ 

     

 

農産物と自然エネルギーを⇒都市圏へ 
 

縦割り・前例・既得権益→打破！ 

       

太陽光設置前の放棄地の固定資産税＝２，０００円前後（１反・約１，０００㎡） 

         ↓ 国税＝０ 地方税＝２，０００円前後 

ここでは地権者、発電事業者の所得の向上と共に耕作放

棄地、遊休農地を太陽光発電事業など多目的利用するこ

とにより償却資産税、法人税、消費税等で約８０万円の納

税で社会貢献を行っています。 

 

故 郷
ふるさと再生

へ恩返し・・・「故郷創生会」 


